
【９月の活動予定】 

活 動 日 場 所・時刻 活 動 内 容 等 

９月 

５日 

（土） 

宇宙劇場５階 

  17:45～ 

※定員 ３０名 

○天体観望会「火星と土星」 シリウス 

見頃を迎えた木星と土星を観望します。木星は明るさマイナス２．５等級、土星は０．３等

級と日没後南の空にひときわ明るく輝いています。活動時間には間に合いませんが、午後 8時

過ぎには地球に接近しつつある火星もマイナス１．９等級の明るさで東の空からのぼってきま

す。気流の安定しているこの時期は惑星の観察に適しています。まだ、夏の暑さが残っていま

すが、木星表面の模様と土星の輪の様子を観察してみましょう。 

申し込みは、終了しました。 

９月 

２７日

（日） 

集合：春野小学校前 

９：３０ 

JR 東大宮駅東口発 

国際興業バス（アーバン

みらい先回り） 

８：５５、９：１０で 

「春野小学校」前に

９：０７、９：２３ 着 

○自然観察会「深作沼ってどんなところ？」 ペガサス 

～アーバンみらい東大宮周辺で秋の自然観察～ 深作から七里へ 

＜行程＞ 

 春野小→深作川多目的遊水地→観音寺下公園→春おか広場→七里駅 

※解散：アーバンパークライン七里駅１２：３０ 

※申込みは、９月２０日（日）までに。 

※コロナの感染状況によっては、活動が中止になることがありますので、YAC の HP を活動前に必ずご覧ください。 

化石のレプリカ作り 

～太古の生物を探る～ 

 ８月２９日（土）、団員３５名（1回目 18 名、2回目 17

名）が参加して化石のレプリカ作りが行われました。 

最初に、高後分団長から科学研究のため、昆虫や植物

の標本が資料や証拠としての意義を持つことや化石のレ

プリカの作り方を教えて頂きました。 

前半の活動では、

高後分団長が用意

しておいた 6 種類

の化石のレプリカ

から自分の化石を

選び、色付けを行 

いました。化石の種類は、サメの歯、デイノニクスの爪、

ホラアナグマの歯、三葉虫、ウミユリ、アンモナイトな

どです。子ども達は、化石が発掘された当時の雰囲気を

出すために色の工夫を行っていました。 

 

次に、子ども達に那須塩原産の「木の葉化石」の原石

が配られました。「木の葉化石」の原石は、今から約 30 万

年前（第 4 紀更新世中期）に塩原温泉付近にあった塩原

化石湖に堆積した地層のものです。原石をよく観察する

とバームクーヘンみたいに濃淡の違う層が積み重なって

います。この層の色の濃いところがねらい目です。子ど

も達は層の境目にマイナスドライバーをあて、慎重にハ

ンマーでたたいていました。化石が見つかると「やった。」

と歓声を上げて喜んでいました。２年生のＳさんは、「30

万年前の葉の化石がきれいに残っているのでびっくりし

ました。」と感想を述べてくれました。高後分団長、化石

のレプリカ等のご準備ありがとうございました。 

 

令和２年９月号 



☆さいたま市は、縄文時代 

海だった  
（7000年前～6000年前）  

埼玉県は海なし県ですが、大昔は海と半島でし

た。縄文時代の約 7000 年前～6000 年前のことです。

この頃の地球では、最終氷期の最寒冷期から始まっ

た海水面の上昇が続き、日本など氷床から遠く離れ

た地域でも 100ｍ以上の上昇となりました。このこと

を縄文海進（じょうもんかいしん）といいます。地

球の温暖化によって海面の高さが高くなり、今の東

京湾が群馬県の南東部まで達していました。さいた

ま市は、大宮台地がありましたので、ちょうど東京

湾に突き出した半島でした。その証拠としてさいた

ま市には、今でもたくさんの貝塚が残っています。

ＹＡＣの活動で南浦和の大谷場貝塚や春日部の花積

貝塚を見学しましたね。 

縄文海進は、約 6500 年前をピークに今度は、徐々

に後退し、約 5000 年前～4000 年前ごろには、海岸線

が現在の地形に近くなっていきました。このことを

縄文海退（じょうもんかいたい）といいます。なぜ

このような現象が起きたのかは、まだよくわかって

いませんが、地球の温暖化で氷河が解け海面の水位

が上がるだけでなく、大陸の重量のバランスが崩れ

たのではないかとも考えられています、    

このメカニズムは、大変複雑ですね。いずれにせ

よ縄文海進、縄文海退によって海なしの埼玉県、さ

いたま市が生まれたのです。 

 

 

☆野口宇宙飛行士、クルードラゴン 

（アメリカの民間有人宇宙船）に搭乗へ 

8 月 15 日、NASA はスペース X開発の宇宙船（クル 

ードラゴン）に野口聡一宇宙飛行士が搭乗し、およそ

６ヵ月の国際宇宙ステーション滞在ミッションを行

う予定だと発表した。クルードラゴン１の打ち上げは

10 月 23 日以降に。 

 これまで国際宇宙ステーションへの飛行士の輸送

手段は,ロシアのソユーズだけだったがアメリカのク

ルードラゴンの登場で輸送手段が増え、宇宙ステーシ

ョンの利用が活発になりそうです。 

 また、野口さんは今回の搭乗でシャトル、ソユーズ、

クルードラゴンと３種類の宇宙船に搭乗する世界で

初めての宇宙飛行士となった。帰還後は、宇宙船の違

いについて聞いてみたいような気がします。（齊藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国土交通省関東整備局 資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

☆９月の星空カレンダー 

９月は、火星に注目。うお座にとどまり、秋の星

空に彩りを添えている。6日から 7 日にかけて火星

のそばを下弦前の明るい月が通り過ぎていく。ま

た、宵の南の空では、土星と木星が仲良く並んで見

える。下旬には、この二つの惑星には、上弦を過ぎ

た月が近づきます。今月は、火星と木星、土星に注

目。 

２日 満月 

１０日 下弦 

１７日 新月 

２２日 秋分 

２４日 上弦 

〇９月のできごと 

・１９９２年９月１２日 毛利宇宙飛行士が初めてス

ペースシャトル「エンデバー号」に搭乗 

○第２回運営委員会のお知らせ 

・日時 ９月２０日（日）午前１０時 

・場所 宇宙劇場 ５Ｆ研修室 

・内容 今後の活動計画について 
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